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有効成分と物理化学的性状

安全性

いもち病
紋枯病

トビイロウンカ コブノメイガ
イネミズゾウムシ

ブーンⓇはクミアイ化学工業株式会社が創製し、JA全農（全国農業協同組合連合会）と共同で開発した
殺菌剤です。ブーン®は植物の病害応答反応を増強して病気にかかりにくくする病害抵抗性誘導剤として
作用し、いもち病に高い効果を示します。また、水稲へ高い安全性を示します。

アレスⓇは既存の殺虫剤とは異なる作用機構をもつ殺虫剤成分です。そのため既存殺虫剤に抵抗性を持った
害虫に対しても有効で、1成分で幅広い害虫に対して高い効果を有します。

ブーンⓇとアレスⓇに紋枯病に高い効果を有するモンガレスⓇを加え3成分で紋枯病を含む水稲主要
病害虫を防除できます。

特  長

■製剤安全性
 人畜毒性（製剤）：普通物（毒物・劇物に該当しないものを指していう通称）

■水産動植物への影響

試験の種類

急性毒性（経口）

急性毒性（経皮）

皮 膚 刺 激 性

眼 刺 激 性

皮 膚 感 作 性

供試動物

ラット

ラット

ウサギ

ウサギ

モルモット

LD50（mg/kg）

>2000

－

刺激性なし

刺激性あり

感作性あり

商 　 品 　 名 ： ブーンアレスモンガレス箱粒剤
農林水産省登録 ： 第24941号
開 発 コ ード ：KUM-2301箱粒剤
種 　 類 　 名 ： オキサゾスルフィル・インピルフルキサム・ジクロベンチアゾクス粒剤
性 　 　 　 状 ： 類白色～淡褐色細粒

試験の種類 供試動物（暴露時間） LC50またはEC50（mg/L）

魚 類 急 性 毒 性

藻 類 生 長 阻 害

ミ ジ ン コ 類
急 性 遊 泳 阻 害

ヒメダカ（96hr）

オオミジンコ（48hr）

緑藻（72hr）

51.3㎎/L

154㎎/L

376㎎/L

含 　有 　量 2.0％

分 　子 　量 333.4
水溶解度（20℃） 16.4mg/L

化 　学 　名

構 　造 　式

2.0％

349.21
0.36mg/L

3-（3,4-ジクロロ-1,2-
チアゾール-5-イルメトキシ）-1,2-
ベンゾチアゾール=1,1-ジオキシド

2.0％

420.38

作用機作 コハク酸脱水素酵素阻害（SDHI）
（FRACコード：７）

宿主植物の抵抗性誘導
（FRACコード：P8）

小胞アセチルコリントランスポーター（VAChT）阻害
（IRACコード：37）

LogPow 3.65（20℃/pH7.1-7.3） 3.4（20℃/pH7.0）2.69（25℃/pH6.5-7.2）

15.6ｍg/L

2-［3-（エチルスルホニル）-2-
ピリジル］-5-（トリフルオロメチルス
ルホニル）-1,3-ベンゾオキサゾール

3-（ジフルオロメチル）-N-
［（R）-2,3-ジヒドロ-1,1,3-
トリメチル-1H-インデン-4-イル］-1-
メチルピラゾール-4-カルボキサミド

オキサゾスルフィル インピルフルキサム ジクロベンチアゾクス有　効　成　分
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アレス®は住友化学が独自に開発した
新規作用を有する殺虫成分で、害虫の
小胞アセチルコリントランスポーター
（VAChT）に作用します。
神経興奮がシナプス前末端に伝わると、
シナプス小胞内のアセチルコリンがシナ
プス間隙に放出されることで、シナプス
後膜に神経興奮が伝わります。
アレス®はシナプス小胞内にアセチルコ
リンを輸送するVAChTの働きを阻害
することで、アセチルコリンのシナプス
間隙への放出を阻害します。その結果、
害虫は神経伝達が阻害されて麻痺状態
になり、正常な活動ができなくなります。

アレス®（成分名：オキサゾスルフィル）

オキサゾスルフィル

モンガレス®（成分名：インピルフルキサム）

【インピルフルキサムの作用機構】

作用機構 作用機構

ブーン®（成分名：ジクロベンチアゾクス）

サリチル酸シグナル伝達経路を介した抵抗性誘導
ブーン®は、植物が本来備え
ている病害抵抗性を増強
させる作用をもちます。
処理すると有効成分が植物
体内に移行し、植物の病害
応答反応の１つであるサリ
チル酸シグナル伝達経路を
活性化させ、植物体全体に
防御反応を誘導します。（全
身獲得抵抗性：SAR） 特に、
ブーン®はサリチル酸生合
成の上流と下流の両方に
作用するため、植物の病害
抵抗性を安定して誘導する
と考えられます。

モンガレス®は病原菌のミトコンドリアに存在する電子伝達系に作用し、コハク酸脱水素酵素（複合体Ⅱ）を強く阻害
します。その結果、病原菌の主要エネルギーであるATPの生産を抑制することにより、殺菌効果を発揮します。

試験場所：住友化学工業（株）2020年　試験方法：薬剤含有培地に紋枯病菌を接種して培養し、菌糸生育阻害率を求め、EC50を算出した。

病原菌
感染、傷害感  染

ジャスモン酸

遺伝子発現

サリチル酸

遺伝子発現

サリチル酸
シグナル伝達経路

ジャスモン酸
シグナル伝達経路

上 流

下 流既知
作用点②

既知
作用点①

サリチル酸の上流
および下流の両方に
作用し、植物の抵抗性を
誘導します。

ブーン ®

抵抗性誘導 抵抗性誘導

ブーン®処理区

01 いもち病菌（分生胞子）が飛散
し、稲の葉の表面に付着する。

いもち病菌
分生胞子

発芽管

付着器

侵入糸

02 分生胞子から発芽管が伸び
始める。

03 発芽管の先端に付着器を形成
し、侵入糸がクチクラ層、細胞壁
を通って、表皮細胞内へ侵入し
はじめる。

06 菌糸に侵入された細胞
が過敏感反応で死ぬこ
とにより、いもち病菌も
死滅する。

05 活性酸素、抗菌性物質
の産生などの防御反応
が侵入菌糸の伸展を阻
害する。

04 侵入細胞内で抵抗性反
応が速やかに発現する。

無処理区

06 細胞は侵入菌糸により
破壊され、葉いもち病
斑が形成される。

05 侵入菌糸は隣接する細
胞を伸展していき、広
がっていく。

04 表皮細胞に貫穿した侵
入糸は侵入菌糸となる。

いもち病菌の生活環とブーンⓇの作用性（模式図）

紋枯病菌に対する抗菌活性

作用機構

ブーン®はいもち病に高い防除効果を
示します。
また、いもち病以外にも白葉枯病や
穂枯れ（ごま葉枯病菌）など幅広い病
害に効果が認められています。

病　害

育苗期

病原菌 効　果作物

稲

い も ち 病
紋 枯 病
白 葉 枯 病
穂枯れ（ごま葉枯病菌）
も み 枯 細 菌 病
内 穎 褐 変 病
苗腐敗症（もみ枯細菌病菌）

苗立枯細菌病
苗 立 枯 病

Pyricularia oryzae
Thanatephorus cucumeris
Xanthomonas oryzae pv. oryzae
Cochliobolus miyabeanus
Burkholderia glumae
Pantoea ananatis
Burkholderia glumae
Burkholderia plantarii
Rhizopus chinensis

＋＋＋
－
＋＋
＋＋
＋
＋
＋
＋
－

＋＋＋：効果高い ＋＋：効果あり

 ＋：低いが効果あり  ー：効果不足

水稲の各種病害に対するブーンⓇのスペクトラム表

TCA
回路

ATP

ATP
合成酵素

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

複合体
TCA
回路

ATP

ATP
合成酵素

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

複合体

インピルフルキサム

イネ紋枯病

菌　名

0.00076 0.0032 0.031 0.018
インピルフルキサム 成分A 成分B

EC50（PPM）
成分C
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神経興奮がシナプス前末端に伝わると、VAChTの働きによって
シナプス小胞に蓄えられたアセチルコリンがシナプス間隙に放出
されることで、シナプス後膜に神経興奮が伝わる。

昆虫が体内に取り込んだオキサゾスルフィルがVAChTに作用
し、シナプス小胞へのアセチルコリンの取り込みを阻害するため、
正常な神経興奮の伝達ができない。

通 常 時 処 理 時

シナプス前末端

シナプス後膜

アセチルコリン受容体

シナプス小胞

アセチルコリン

VAChT

正
常
な
シ
ナ
プ
ス
伝
達

シナプス前末端

シナプス後膜

アセチルコリン受容体

シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
阻
害

アセチルコリン

VAChT
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防除効果 防除効果

防
除
価

移植当日 播種時

無処理区の株あたり病斑数3.73 無処理区の全体被害度5.1

ブーン®アレス®モンガレス®

89.0
81.1

97.8

81.6 77.9

45.4

0 2 4 6 8 10

葉いもち病

紋枯病

もみ枯細菌病

白葉枯病

セジロウンカ

ヒメトビウンカ

トビイロウンカ

ツマグロヨコバイ

イネミズゾウムシ

イネドロオイムシ

コブノメイガ

フタオビコヤガ

イネツトムシ

イナゴ類

試験例数

ブーン®アレス®モンガレス®  移植当日
ブーン®アレス®モンガレス®  播種時
C剤  移植当日
無処理

▶各種病害虫に対する評価（2023年新農薬実用化試験総合判定）

▶いもち病に対する効果

A判定　
B判定　
C判定　
D判定

2023年　宮崎県総合農業試験場
品　　種：ヒノヒカリ
播　　種：5月22日　　移　　植：6月13日　　
発生程度：葉いもち 中　　穂いもち 少
調　査　日：葉いもち 8月10日（移植58日後）
 穂いもち　 9月12日（移植91日後）
調査方法：葉いもち 各区30株×2地点の株あたり病斑数を調査
 穂いもち 各区15株×2地点の全穂を発病程度別に調査
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移植当日 播種時 B剤
移植当日

A剤
移植当日

81.2
75.5

86.1

▶紋枯病に対する効果

2023年　岡山県農林水産総合センター
品　　種：関東90号
播　　種：5月23日　　移　　植：6月15日　　
発生程度：少（接種）
調　査　日：10月2日（出穂40日後）
調査方法：各区100株×3か所の発病株率と発病株20株×3か所の最上位病斑高を
 調査し被害度から防除価を算出
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C剤
移植当日

無処理

7 8 6

38

▶ヒメトビウンカに対する効果

2023年　日本植物防疫協会宮崎試験場
品　　種：ヒノヒカリ
播　　種：6月8日　　移　　植：6月27日　　
発生程度：少
調　査　日：8月15日（移植49日後）
調査方法：各区30株×3か所について払落し法により成幼虫数を調査

■葉いもち
■穂いもち
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／
90
株

63日後 76日後 92日後

▶トビイロウンカに対する効果

2023年　日本植物防疫協会宮崎試験場
品　　種：ヒノヒカリ
播　　種：6月8日　　移　　植：6月27日　　
発生程度：少
調　査　日：8月29日（移植63日後）
 9月11日（移植76日後）
 9月27日（移植92日後）
調査方法：各区30株×3か所について払落し法により成幼虫数を調査

ブーン®アレス®モンガレス®

▶コブノメイガに対する効果

2023年　鹿児島県農業開発総合センター
品　　種：ヒノヒカリ
播　　種：5月17日　　移　　植：6月6日　　
発生程度：少
調　査　日：7月19日（移植43日後）8月23日（移植78日後）
調査方法：各区50株×3か所の移植43日後は全葉、移植78日後は
 上位3葉について被害葉株数、 被害葉数を調査

▶ニカメイチュウに対する効果

2023年　鳥取県農業試験場
品　　種：きぬむすめ
播　　種：4月24日　　移　　植：5月17日　　
発生程度：少
調　査　日：7月20日（移植64日後）
調査方法：各区100株×3か所の被害茎数を調査

移植当日 播種時
ブーン®アレス®モンガレス®
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D剤
移植当日

無処理

0.11 0.07
0.14

1.18

移植当日 播種時
ブーン®アレス®モンガレス®

■被害株率　●被害葉率

被
害
株
率
（
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）

被
害
葉
率
（
％
）

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

43日後 78日後 43日後 78日後 43日後 78日後 43日後 78日後

4.0
0.09 0.06

0.14
0.06

0.77

0.41

0.98

0.53

4.0
8.0

5.3

32.0 30.7
35.3 35.3

ブーン®アレス®モンガレス® C剤
移植当日 播種時 移植当日 無処理

▶フタオビコヤガに対する効果

2023年　日本植物防疫協会高知試験場
品　　種：ヒノヒカリ
播　　種：5月15日　　移　　植：6月7日　　
発生程度：少
調　査　日：7月24日（移植47日後）
 7月31日（移植54日後）
調査方法：各40株×3か所の上位3葉について被害株数、被害葉数を調査

▶イネミズゾウムシに対する効果

2023年　日本植物防疫協会山梨試験場
品　　種：コシヒカリ
播　　種：5月1日　　移　　植：5月26日　　
発生程度：中
調　査　日：7月11日（移植46日後）
調査方法：各区3株×4か所を掘り取り、根部に生息している幼虫、土繭数を調査
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移植当日 播種時
ブーン®アレス®モンガレス®

■被害株率　●被害葉率
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0 0 0
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29.3

34.3

ブーン®アレス®モンガレス® C剤
移植当日 播種時 移植当日 無処理
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▶イナゴに対する効果

2023年　青森県産業技術センター農林総合研究所
品　　種：まっしぐら
播　　種：4月13日　　移　　植：5月17日　　
発生程度：少（放虫）
調　査　日：7月11日（移植55日後）
 7月18日（移植62日後）
調査方法：捕虫網による15回振りですくい取られた幼虫数を調査

0

10

20

30

40

50

幼
虫
数

G剤
播種時

無処理

19

0

9

0
4

1

45

30

移植当日 播種時
ブーン®アレス®モンガレス®

▶イネドロオイムシに対する効果

2023年　岩手県農業研究センター
品　　種：銀河のしずく
播　　種：4月21日　　移　　植：5月12日　　
発生程度：中（放虫）
調　査　日：6月20日（移植39日後）
調査方法：各区50株×3か所の幼虫と蛹の数を調査
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移植当日 播種時
ブーン®アレス®モンガレス®

■移植55日後
■移植62日後






